
 
 

 

富士見ヶ丘駅周辺まちづくり方針 中間まとめ  【概要版】 

 

 

  

１．背景・目的 

 

 １  背景・目的
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位置づけ

 

「まちづくり方針」の位置づけは以下のとおりとし
ます。
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対象区域

 
 

 

参考．オープンハウスの開催概要 

●まちづくり方針（中間まとめ）の策定に向け、富士見ヶ丘駅周辺の住民等から意

見を聴取するためオープンハウスを３日間開催しました。 

●当日は、富士見ヶ丘駅改札前広場にパネルを展示し、来場者からの質問等に

適宜対応を行いました。 

 

① 開催日時・場所・来場者数 

日付 時間 場所 
パネル 

見学者数 

意見 

提出件数 

令和２年 

１月 26 日（日） 

11：00 

～14：00 

富士見ヶ丘駅 

改札前広場 

165 名 31 名 

 
１月 27 日（月）

 

17：00 

～20：00 
430 名 55 名 

 

１月 28 日（火） 
17：00 

～20：00 
407 名 51 名 

郵送による意見の提出 ― 1 名 

合計 1,002 名 138 名 

② オープンハウスでの主な意見 

【項目別の意見数（全 179 件）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１人につき複数の意見があった場合、各意見を１件ずつとして集計している 

③ 当日の様子 

 全意見の３割以上が 
富士見丘通りに関する意見 

 

 

 １  まちの将来像 
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まちづくりの目標と取組
 

地域の課題を解決するため、将来目標と取組を以下のとおり定めます。

対象区域の現状や課題を踏まえ、まちの将来像を次のように設定しました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．まちの将来像と目標

２．まちの主な課題 

まちの成り立ちや特徴、上位計画での位置づけ、オープンハウスでいただいたご意見等を踏まえ、

地域の課題をまとめました。 

 

　都市計画放射５号線の開通や富士見丘小・中学
校の改築、都立高井戸公園の整備、区立富士見
丘北公園の拡張整備等まちづくりの契機となる動き
を踏まえ、まちの安全・安心やにぎわいなど、まちの
将来像を地域の方々と共有し、地域活性化や交流
創出などに結びつけ、今後の当該地域のまちづくり
の具体化への橋渡しとなる「まちづくり方針」を策定
します。

●既定の上位計画や関連計画等を前提とする

　とともに、おおむね20年後の未来を視野に入　

　れたものとします。

●まちの将来像やその実現のための取組の方　

　向性を示す「まちのグランドデザイン」として、区

　民・事業者・行政が共有するものとします。

●まちづくりの具体化への橋渡しになるものとし　

　ます。

●公共施設の整備等の動きを踏まえ、「富士見ヶ
　丘駅及びその周辺の環境を良くし、安全で安心し
　て生活が出来るまちづくり」を活動目的とした「富
　士見丘まちづくり協議会」の区域を対象区域とし
　て想定しています。
●対象区域の設定については、周辺地域との関　
　係性に十分留意して検討します。

３．まちの将来像・目標

業種・業態

・向上

　『中間まとめ』とは、まちづくり方針策定に向けて、令和２年１月に開催したオープンハウスでのご意見や庁内で
の検討を踏まえ、富士見ヶ丘駅周辺の現状や課題、まちの将来像等の考え方を整理したものです。
　今後、さらに地域の方々からのご意見をうかがいながら、まちづくり方針の策定に向けて取り組んでまいります。


